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©2023 杭州 Hikvision デジタルテクノロジー株式会社。著作権所有。 
このマニュアルは、杭州 Hikvision デジタルテクノロジー株式会社またはその関連会社（以下「Hikvision」と総称します）の所有物であり、
Hikvision の事前の書面による許可なしに、いかなる方法においても、全部または一部を複製、変更、翻訳、または配布することはできません。
本マニュアルまたは本マニュアルに含まれる情報に関して、Hikvision は、明示的または黙示的ないかなる保証、表明、または約束もいたしま
せん。 
本マニュアルについて 
本マニュアルには、製品の使用および管理に関する手順が記載されています。図、表、画像を含むすべての情報は、説明および参考のための
ものであり、実際の製品と異なる場合があります。本マニュアルに記載された情報は、ファームウェアの更新またはその他の理由により、予
告なしに変更される場合があります。最新バージョンは、Hikvisionのウェブサイト（https://www.hikvision.com/）でご確認ください。 
このマニュアルは、製品をサポートする専門家の指導と支援を受けてご使用ください。 
商標の表示 

およびその他のHikvisionの商標およびロゴは、各管轄区域においてHikvisionの財産です。 
その他の商標およびロゴは、それぞれの所有者の財産です。 法的免責事項 
適用される法律で許される最大限の範囲において、本マニュアルおよび本マニュアルで説明される製品（ハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェアを含む）は、「現状有姿」かつ「一切の欠陥およびエラーを含む」状態で提供されます。HIKVISION は、明示的または黙示的ないかな
る保証も提供しません。これには、商品性、満足のいく品質、または特定の目的への適合性を含むがこれらに限定されません。本製品の使用は、
お客様の責任において行われます。いかなる場合においても、HIKVISIONは、特別損害、間接損害、付随的損害、または派生損害（事業利益の
損失、事業の中断、データの損失を含むがこれらに限定されない）について、契約違反、不法行為（過失を含む）、製品責任、またはその他の
理由に基づくものであっても、一切の責任を負いません。システム障害、または文書の喪失を含む損害について、契約違反、不法行為（過失を
含む）、製品責任、またはその他の理由に基づくものであっても、製品の使用に関連して生じた場合であっても、HIKVISIONは一切の責任を負
いません。 
あなたは、インターネットの性質上、内在するセキュリティリスクが存在することを承認します。HIKVISIONは、サイバー攻撃、ハッカー攻撃、
ウイルス検査、またはその他のインターネットセキュリティリスクに起因する異常な動作、プライバシー漏洩、またはその他の損害について、
いかなる責任も負いません。ただし、必要に応じてHIKVISIONは適切な技術サポートを提供します。あなたは、この製品を適用されるすべての
法律に準拠して使用することに同意し、その使用が適用される法律に準拠していることを確保する責任はあなたにあります。特に、あなたは、
第三者の権利（ publicity rights、知的財産権、データ保護およびその他のプライバシー権を含むがこれらに限定されない）を侵害しない方法で
本製品を使用する責任を負います。お客様は、大量破壊兵器の開発または製造、化学兵器または生物兵器の開発または製造、核爆発または安
全でない核燃料サイクルに関連するいかなる活動、または人権侵害を支援する目的での使用を含みます。 
本マニュアルと適用される法律との間に矛盾が生じた場合、後者が優先する。 
データ保護 
デバイスを使用中に、個人データが収集、保存、および処理されます。データ保護のため、Hikvisionデバイスの開発にはプライバシーバイデ
ザイン原則が組み込まれています。例えば、顔認識機能を備えたデバイスでは、生体認証データは暗号化方式でデバイス内に保存されます。
指紋認証デバイスでは、指紋テンプレートのみが保存され、指紋画像の復元は不可能です。 
データ管理者として、適用されるデータ保護法および規制に従い、個人データの収集、保存、処理、および転送を行うよう推奨されます。これ
には、個人データを保護するためのセキュリティ対策の実施が含まれますが、これに限定されません。例えば、合理的な管理上および物理的な
セキュリティ対策の実施、セキュリティ対策の有効性を定期的にレビューおよび評価することなどが含まれます。 

詳細な情報は、QRコードをスキャンしてユーザーマニュアルをご確認ください。 
 
 

 
ユーザーマニュアルに記載されている電源のみを使用してください： 

 

 
 

 
 

 

ADS-26FSG-12 12024EPG 深セン・ホノル・エレクトロニクス株式会社 PG 

 MOSOテクノロジー株式会社 PDE 

ADS-24S-12 1224GPG 深セン・ホノル・エレクトロニクス株式会社 PB 

 

設置環境: 
室内専用です。 
バックライト、直射日光、および間接日光を避けてください。 
より正確な認識のため、設置環境内またはその周辺に光源を設置してください。 
壁またはその他の部分の最小支持荷重は、装置の重量の3倍以上である必要がありま
す。 
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指紋モジュール非搭載 

USB 
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カード挿入部 

91.3 mm 
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ェース改ざ
ん検知 

 

ネットワー

 

数値は参考値です。 

 

電源入力 

赤  

B1
  黄色  

RS-485 
  GND (

B3)
 黒  

B2
  青  

 

C1
 緑  

ワイガンド 
  GND (

C3)
   黒  

  

  
電気式ドロップボルト 

D2 
白/黄 

電源2 

ドアロック 
D3

  白/赤 

 

GND 
D5

  黒 

/グレー 

D4
  黄色/緑 

BTN イエロー 

COM 
NO 

 NC 

電気ストライク 

COM

なし 
NC 

ドアコンタクト 

ネットワークポー

 
出口ボタン 

ドアロック電源出力イ ン タ ー フ ェ ー ス   GND 

(ドアロックに電源が供給されるのは、 

POEに電源が供給されている場合のみ) 

 DC 12V 出力 

アクセスコントローラーに接続する場合、認証情報をアクセスコントローラーに送信するため、Wiegand方向を「出力」に
設定する必要があります。 
Wiegand方向の設定の詳細については、「Wiegandパラメーターの設定」を参照してください。デバ

イスを直接電源に接続しないでください。 

図に示す電源1と電源2は、それぞれ独立した電源であり、別々に電源を供給する必要があります。 
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壁取り付け 

1 ギャングボックスが壁に正しく取り付けられていることを確認してください。 
 
 
 

 
ギャングボックスは付属していませ

ん。 

 
3 ケーブルをケーブル穴に通し、配線し、ケーブルをギャン

グボックスに挿入してください。 
 
 

 
ケーブル配線部分にシリコーンシーラントを塗布し、雨滴
の侵入を防いでください。 

 
 
 

 
シリコー
ンシーラ

ントを塗
布してく
ださい 

2 付属のネジ（SC-KA4X22）2本で、マウントプレートをギャングボックス
に固定してください。 

 
4 デバイスをマウントプレートと合わせ、付属のネジ1本でデバイスをマウン

トプレートに固定してください 
(SC-KM3X6-T10-SUSS)を使用します。 
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4 迅速な操作 

デバイス経由でのアクティベーション 

電源を入れた後、アクティベーション画面が表示されます。 

手順: 
1. パスワードを作成し、パスワードを確認します。 
2. 「アクティベート」をタップしてデバイスをアクティベートします。 

「admin」および「nimda」を含む文字は、アクティベーションパスワードと

して設定できません。 

 
製品のセキュリティを強化するため、ご自身で選択した強固なパスワー
ド（8文字以上で、大文字、小文字、数字、特殊文字の少なくとも3種類
を含む）を作成することを強くおすすめします。また、特に高セキュリ
ティシステムでは、パスワードを定期的に変更することをおすすめしま
す。月次または週次での変更が、製品の保護に効果的です。 

言語の設定 
ドロップダウンリストから言語を選択してください。 

アプリケーションモードを設定 
アクティベーション後、アプリケーションモードを選択してください。
ドロップダウンリストから「室内」または「その他」を選択し、OKを
タップしてください。 
. デバイスを窓の近くや顔の近くに設置した場合、または顔認識機能が正常に動
作しない場合は、 

認識機能が正常に動作しない場合は、「その他」を選択してください。 
ネットワークパラメーターの設定 

有線ネットワーク: 
-DHCPを有効にした場合、システムがIPアドレスその他のパラメーターを自動的に
割り当てます。 
-DHCPを無効にした場合、IPアドレスやその他のパラメーターを手動で設定する必
要があります。 
Wi-Fi: 
-Wi-Fiを選択し、Wi-Fiのパスワードを入力してください。 
-または「Wi-Fiを追加」をタップし、Wi-Fiの名前とパスワードを入力してください。 

有線ネットワークを選択した場合、デバイスがネットワークに接
続されていることを確認してください。 

 
Hik-Connectへのアクセス 

デバイスをHik-Connectモバイルクライアントに追加できます。Hik-
Connectを有効にし、サーバーIPと検証コードを設定してください。 

 
モバイルクライアントへのリンク 

 
モバイルクライアントをダウンロードしてインストールします。モバイル
クライアントのQRコードスキャン機能を使用し、デバイスに表示されてい
るQRコードをスキャンして、デバイスをモバイルクライアントにリンクし
ます。 

 
プライバシー設定 

画像のアップロードと保存を含むプライバシーパラメーターを設定します。 
管理者設定 

手順 
1. (オプション) 従業員IDを編集します。 
2. 管理者の名前を入力し、[OK] をタップします。 
3. 追加する認証方法を選択します。顔、カード、指紋から選択できます。 

--顔を追加：タップ をタップして撮影します。保存するには をタップして保存します。 
--指紋を追加：指紋アイコンをタップし、表示される指示に従って指紋を追加し
ます。 
--カードを追加：スワイプエリアにカードをスワイプするか、カード番号を入力
します。 

4. OKをタップします。 
 

指紋機能は、指紋モジュールを搭載したデバイスでのみ利用可能です。 

 

 

 

画面表面を指で3秒間押さえたまま、右または左にスワイプし、アクティベ
ーションパスワードを入力してホーム画面に移動します。 

ユーザー管理画面に移動し、「+ 」をタップしてユーザー追加画面に移
動します。 

実際のニーズに応じてユーザーパラメーターを設定してください。 
指紋認証機能に対応したデバイスでのみ、指紋関連機能をご利用いただけます。 

「顔」をタップし、指示に従って顔情報を追加します。 
画面に表示された画像を閲覧できます。顔画像の品質とサイズが適切であるこ
とを確認してください。 
顔写真の撮影や比較に関する注意点や位置については、右側のコンテンツをご
確認ください。 

画像が良好な状態の場合、タップしてください
 をタップしてください。または
 をタップして別の顔写真を撮影してください。 
設定を保存するには、保存アイコンをタップしてください。 
認証を開始するには、最初の画面に戻ってください。 
他の認証方法については、デバイスのユーザーマニュアルをご確認くださ
い。 

デバイスが光や他の物に影響を受けている場合は、他の認証方法を使用してくださ
い。 

顔写真の収集/比較時の注意点顔写真の収集/比較時 

表情 高すぎます 

顔の写真。右の図の表情と同じようにしてください。 

帽子、サングラス、または顔認識機能に影響を与える可能性のある他のア
クセサリーは着用しないでください。 

髪が目や耳などを覆わないようにし、濃いメイクは禁止です。 

顔の認識時に表情を自然に保ってください。 
 

 

 

1.4 m  

姿勢 
顔の写真を撮影または比較する際は、カメラに向かって顔を向けてください。これにより、高
品質で正確な顔の写真が得られます。 

     
  

生体認証製品は、アンチスプーフィング環境において100%適用
可能ではありません。より高いセキュリティレベルが必要な場
合は、複数の認証モードを使用してください。 

  

サイズ 
顔は収集ウィンドウの中央に配置してください。 

     

  

規制情報 
FCC情報 
注意：適合責任者が明示的に承認していない変更または改変は、
ユーザーの機器の操作権限を無効にする可能性があります。 
FCC準拠: この機器は、FCC規則の第15部に従い、クラスBデジタル
機器の制限値に準拠していることが確認されています。これらの
制限値は、住宅環境での使用において有害な干渉から合理的な保
護を提供するよう設計されています。この機器は無線周波数エネ
ルギーを発生、使用し、放射する可能性があります。指示に従っ
て設置および使用されない場合、無線通信に有害な干渉を引き起
こす可能性があります。ただし、特定の設置環境において干渉が
発生しないことを保証するものではありません。この機器がラジ
オまたはテレビの受信に有害な干渉を引き起こす場合（機器の電
源をオン/オフすることで確認できます）、ユーザーは次の措置の
1つまたは複数を試して干渉を修正するよう推奨されます： 
—受信アンテナの向きや位置を変更する。 
—機器と受信機との距離を離す。 
—受信機が接続されている回路とは異なる回路のコンセントに機
器を接続してください。 
—販売店または経験豊富なラジオ/テレビ技術者に相談してくださ
い。 
この機器は、放射部と身体の間に最低20cmの距離を保って設置
し、使用してください。 
FCC 条件 
この装置はFCC規則の第15部に準拠しています。動作は次の2つの
条件に準拠しています： 

この装置は有害な干渉を引き起こしてはなりません。 
この装置は、受信した干渉（動作に支障をきたす可能性

のある干渉を含む）をすべて受け入れる必要があります。 
この製品および適用される場合、付属品にも「CE」
マークが付けられており、RE指令2014/53/EU、EMC
指令2014/30/EU、RoHS指令2011/65/EUに定める適用
される調和欧州規格に準拠しています。 
2006/66/EC（電池指令）：この製品には、欧州連
合において一般廃棄物として分別せずに廃棄でき
ない電池が含まれています。電池に関する詳細
は、製品ドキュメントをご確認ください。電池に
は、カドミウム（Cd）、鉛（Pb）、または水銀
（Hg）を示す文字が記載されたこのマークが付け
られています。適切なリサイクルのため、電池は
販売店または指定の回収場所に返却してくださ
い。詳細については、www.recyclethis.info をご覧
ください。 
2012/19/EU（WEEE指令）：この記号が付いた製
品は、欧州連合において一般廃棄物として処分で
きません。適切なリサイクルのため、同等の新品
を購入する際は製品を販売店に返却するか、指定
の回収場所に処分してください。詳細について
は、www.recyclethis.info をご覧ください。 

安全注意事項 

！ 警告 
製品の使用に際しては、厳格に遵守しなければなりません 
各地域および国の電気安全基準を厳守してください。 
複数の機器を1つの電源アダプターに接続しないでください。アダプターの
過負荷により、過熱や火災の危険があります。 
機器から煙、異臭、または異常な音が聞こえた場合は、直ちに電源を切
り、電源ケーブルを抜き、サービスセンターまでご連絡ください。 
コンセントは機器の近くに設置し、容易にアクセスできる場所に設置し
てください。 

電池を誤飲しないでください。化学やけどの危険があります！ 
この製品にはコイン型/ボタン型電池が含まれています。コイン型/

ボタン型電池を誤飲した場合、2時間以内に深刻な内部やけどを引き起
こし、死亡に至る可能性があります。 

新しい電池と使用済みの電池は、子供の手の届かない場所に保管してく
ださい。 
電池 compartment がしっかり閉まらない場合は、製品の使用を中

止し、子供の手の届かない場所に保管してください。 
電池が飲み込まれた可能性や、体のどの部分にも入れられた可能

性がある場合は、直ちに医療機関を受診してください。 
注意：誤った種類の電池と交換すると爆発の危険があります。 
誤った種類の電池を交換すると、安全装置が機能しなくなる可能性

があります（例：一部のリチウム電池タイプの場合）。 
バッテリーを火の中や熱いオーブンに捨てたり、機械的に潰したり切

断したりしないでください。これにより爆発の危険があります。 
バッテリーを極端に高温の環境下に放置しないでください。爆発や

可燃性液体またはガスの漏洩を引き起こす可能性があります。 
電池を極端に低い気圧にさらさないでください。爆発や可燃性液体

またはガスの漏洩を引き起こす可能性があります。 
使用済みのバッテリーは、指示に従って処分してください 

！ 注意 
デバイスを落としたり、物理的な衝撃を与えたりしないでください。ま
た、高電磁波放射にさらさないでください。振動する表面や衝撃を受ける
場所への機器の設置を避けてください（無視すると機器の損傷を引き起こ
す可能性があります）。 
装置を極端に高温（装置の仕様書で指定された動作温度範囲外）の場所、
低温、塵埃の多い場所、湿気の多い場所には置かないでください。また、
高周波電磁波にさらさないでください。 
装置を直射日光、換気不良、またはヒーターやラジエーターなどの熱源に
さらすことは禁止されています（無視すると火災の危険があります）。室
内用の装置カバーは、雨や湿気から保護してください。 
機器を直射日光、換気不良、またはヒーターやラジエーターなどの熱源に
さらさないでください（無視すると火災の危険があります）。 
装置カバーの内部および外部表面を清掃する際は、柔らかく乾いた布を使
用し、アルカリ性洗剤は使用しないでください。 
生体認証製品は、アンチスプーフィング環境に対して100%対応していま
せん。より高いセキュリティレベルが必要な場合は、複数の認証モード
を使用してください。 
機器のシリアルポートはデバッグ専用です。 
壁掛け設置：本マニュアルの指示に従って機器を設置してください。怪我
を防ぐため、本機器は設置指示に従って床または壁に確実に固定する必要
があります。 
電池の誤った使用または交換は、爆発の危険を引き起こす可能性がありま
す。交換する場合は、同じまたは同等のタイプのみを使用してください。
使用済みの電池は、電池メーカーの指示に従って処分してください。 
このブラケットは、対応する機器とのみ使用するように設計されていま
す。他の機器との使用は、不安定さを引き起こし、けがの原因となる可能
性があります。 
この機器は、専用のブラケットと組み合わせて使用してください。他の
機器（カート、スタンド、またはキャリアなど）との使用は、不安定な
状態を引き起こし、けがの原因となる可能性があります。 

http://www.recyclethis.info/
http://www.recyclethis.info/

